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自分らしく活きる人を増やし、笑顔があふれる社会へ。

オカムラは人を想い、人が活きる場を創ります。

私たちは創業以来、ものづくりに対する高い志を持ち、

オフィスから商業施設、病院、学校、そして物流施設まで、

多様な場づくりへと事業を展開しています。

人を想い、場を創る。



オカムラウェイ

サステナビリティの重要性がますます高まる新しい価値観の中、
一人ひとりが「活きる」ことこそが社会課題の解決につながる。
私たちはその信念と使命感のもとに、場を創っていきます。
パーパスである「人が活きる社会の実現」に向け、オカムラウェイを通じて、
全ての人々が笑顔で活き活きと働き暮らせる社会の実現に貢献していきます。

人が活きる社会の実現を目指して

オカムラのミッション

豊かな発想と確かな品質で、
人が活きる環境づくりを通して、社会に貢献する。

人を想い、場を創る。

私たちにかかわる、全ての人の笑顔のために

創業の精神

協同の工業
社是

創造　協力　節約　貯蓄　奉仕
モットー

よい品は結局おトクです

自分らしく活きる人を増やし、笑顔があふれる社会へ。
オカムラは人を想い、人が活きる場を創ります。

オカムラグループの従業員一人ひとりが日々の行動の拠りどころとする、５つのアプローチ

学び・感性を
磨くことで、
自分が活きる

果敢に挑戦
することで、
仕事が活きる

思いやりを持ち
創造することで、
相手が活きる

多様性を愛し、
協力することで、
チームが活きる

最良を
追求し続けることで、
社会が活きる

オカムラ宣言

私たちの基本姿勢 –SMILE–

オカムラのDNA

オカムラのパーパス

オカムラウェイ

「人が活きる社会の実現」
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人を想うことから生み出される新価値創造のプロセス 人が活きる場の創造 人が活きる社会の実現

豊かな発想と確かな品質で、人が活きる環境づくりを通して、社会に貢献する。豊かな発想と確かな品質で、人が活きる環境づくりを通して、社会に貢献する。
オカムラのミッションオカムラのミッション
オカムラウェイオカムラウェイ

顧客価値

オフィス

店舗

物流施設

デジタル
空間

文化施設

ホーム

学校

病院

工場

働きがい向上
業務効率化による働き方改革
Work in Life＊の推進

環境負荷の低減
省エネの実現
再生素材の活用

イノベーションの促進
新しい技術や発想による
体験創出と課題解決

生産性の向上
業務の自動化や省人・省力化／

リモート化の促進

社会価値

地球環境への
貢献

物質的・文化的に
豊かな暮らしの実現

働く人の
心身健康の向上

持続可能な
社会の実現

ウェルビーイングの実現

新しい当たり前の創造

働き方の自由化

持続可能な経済成長

労働人口の減少への対応
場所の制約に捉われない
働き方・雇用の実現

持続的な経済の活性化

人を想う人を想う

高い技術力に裏打ちされた、
品質にこだわる
誠実なものづくり

確かなものづくり

幅広い業界・
人との接点を

通じて、真っ先に
顧客から相談される

信頼関係

顧客との
信頼関係

顧客課題に
とことん向き合い、
豊かな発想から
生まれる課題解決力

顧客課題
解決力

顧
客
と
社
会
が
活
き
る

従
業
員
が活きる

オカムラグループには「人を想う」ことで培われた3つの強みがあります。
「顧客との信頼関係」「顧客課題解決力」「確かなものづくり」
私たちの個性ある3つの強みを活かしながら、人が活きる環境の創造を通して新しい価値を生み出しています。
そしてその中でオカムラグループの従業員が活き活きと働くことで、
「顧客と社会が活きる」という好循環につなげています。

価値創造ストーリー

価値創造ストーリー

＊「Life（人生）にはさまざまな要素があり、その中の一つとしてWork（仕事）がある」という考え方
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オカムラグループは、パーパスである「人が活きる

社会の実現」に向け、「豊かな発想と確かな品質で、

人が活きる環境づくりを通して、社会に貢献する。」

をミッションとして、企業価値のさらなる向上と社会

課題の解決に取り組み、すべての人々が笑顔で活き

活きと働き暮らせる社会の実現を目指しています。

オカムラは1945年、設立の主旨に賛同した技術者

たちが、資金、技術、労働力を提供し合って「協同の

工業・岡村製作所」としてスタートを切りました。そ
の創業の精神は、「創造、協力、節約、貯蓄、奉仕」

の５つの言葉からなる社是と、これを受けた「基本方

針」により企業文化として定着し、「よい品は結局お

トクです」をモットーに、お客様のニーズを的確にと

らえたクオリティの高い製品とサービスを社会に提

供することに努めてまいりました。これらは、「オカム

ラのDNA」として、現在のオカムラグループの経営

と事業活動に受け継がれています。

豊かな発想と確かな品質で、
人が活きる環境づくりを通して、
社会に貢献する。

ごあいさつ

社会の変化・課題

人と社会 環境・資源 技術・イノベーション 医療・健康

豊かな発想と確かな品質で、人が活きる環境づくりを通して、社会に貢献する。

経済・企業活動 政治・国際関係 日本の課題

オカムラグループは、新たな需要の創出と変化に対応できる経営基盤強化を図るとともに、事業を通じた社会課題解決に取り組みます。

オカムラグループの経営方針

3 事業を通じた
社会課題への取り組み2 変化に対応できる

経営基盤強化

経営方針

1 新たな需要の創出

オカムラのミッション
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「人が活きる社会の実現」に向けて経営の重要課題

を特定し、４つの分野で取り組みを推進しています。

「責任ある企業活動」を経営基盤とし、「従業員の

働きがいの追求」によって一人ひとりが働きがいを

感じるとともに、「地球環境への取り組み」を実践す

ることでサプライチェーン全体を通じて環境負荷を

低減していきます。事業活動を通じて「人が活きる

環境の創造」を実践することにより、人が活きる社

会の実現に貢献します。

オカムラグループは、オフィス、教育・医療・研究・
商業施設、物流センターなど、さまざまなシーンにお

いて、クオリティの高い製品とサービスを提供するこ

とに努めています。持続的な成長に向け、新たな需

要の創出と変化に対応できる経営基盤強化を図ると

ともに、事業を通じた社会課題解決に取り組みます。

2024年3月期から2026年3月期までの3カ年を

対象とする「中期経営計画2025」を策定し、「新た

な需要の創出」を目指して、時代の流れを捉え、提

案力と製品力を磨き、「需要創出型企業」への変革

を加速しています。事業を下支えする経営基盤の強

化として、「人財育成と働きがいの向上」「デジタル

技術活用の加速」「多品種変量生産への対応」「市場

に根ざした海外事業の展開」の４つのテーマを掲げ

ています。また、2050年カーボンニュートラル実現

に向けた長期的な取り組みを着実に実行するととも

に、持続可能な社会づくりに貢献します。

オカムラグループは、持続可能な社会の実現に向け

た取り組みを通じて社会に貢献し、「人が活きる社

会の実現」を目指します。

今後とも一層のご支援を賜りますよう、お願い申し

上げます。
代表取締役 社長執行役員
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事業別ハイライト

オフィス環境事業 1,673億円 173億円

商環境事業 1,183億円 47億円

物流システム事業 225億円 16億円

264億円

業績ハイライト〈連結〉

20242023202220212020（年度）

（億円）

2,770
3,1452,982

2,444 2,611

20242023202220212020（年度）

（億円）

159

220
202

119

149

20242023202220212020

189

264262

153
174

（年度）

（億円）

＊親会社株主に帰属する当期純利益

（注）   記載金額は、億円未満を切り捨てて表示しております。

業績ハイライト〈連結〉・事業別ハイライト

20242023202220212020（年度）

10.8
12.312.6

8.8

10.7

（%）

売上高 営業利益

3,145億円売上高 経常利益

220億円 12.3%

売上高構成比

ROE 
（自己資本当期純利益率）

当期純利益＊

その他

7.2％

37.6％

53.2％2.0％
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中期経営計画2025・地球環境への取り組み

中期経営計画2025

社会課題への取り組み

中期経営計画2025で目指すもの

定量目標（2026年3月期）

人財育成と
働きがいの向上

デジタル技術
活用の加速

多品種変量生産
への対応

市場に根ざした
海外事業の展開

キャリア形成支援と専門人財
育成、働きがい改革の推進

「経営」「事業」「業務」への
デジタル技術活用の加速と
DX人財育成

環境の変化に対応する生産
システムの変革による競争
優位性の維持・強化

M&A、現地有力パートナー
との提携・合弁による地産
地消型事業の展開

事業を通じた社会課題への継続的な取り組みと
2050年カーボンニュートラル実現に向けた地球環境への長期的取り組みの着実な実行

新たな需要の創出 時代の流れを捉え、提案力と製品力を磨き、
「需要創出型企業」への変革を加速する

経営基盤強化

売上高

3,300億円

営業利益

270億円

営業利益率

8.2%

ROE
（自己資本当期純利益率）

10.0%

オカムラは、当連結会計年度である2024年3月期から2026年3月期までの3カ年を対象とする「中期経営計画2025」を策

定しています。

（2025年5月9日に上方修正
修正前3,250億円以上）

オカムラグループは、2050年カーボンニュートラル実現を目指します。そのマイルストーン
として、2030年度のCO2排出量の削減目標を2020年度比50%としました。この削減
目標は、パリ協定に準じた世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて1 .5℃に抑えるた
めの科学的根拠に基づいた目標であるとして、国際的なイニシアチブ「SBTi （The 

Science Based Targets initiative）」による認定を取得しています。
カーボンニュートラルの実現に向けこれまでの活動をさらに強化するとともに、長期的取り
組みの着実な実行により、脱炭素社会実現に貢献していきます。

2050年カーボンニュートラル実現に向けて 温室効果ガスの目標値

地球環境への取り組み
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＊1955年、日本初のFFオートマチック車 「ミカサ」を開発
　 2015年7月、「ミカサ」に搭載した1951年開発のトルクコンバータが、
一般社団法人日本機械学会により「機械遺産」に認定されました。

   「ミカサ」のものづくりの遺伝子は、現在のオカムラの製品づくりに受
　け継がれています。

オカムラのあゆみ
1950---------------1980

物流システム事業・その他

オフィス環境事業

商環境事業

1969 （株）岡村運輸設立
  産業用ロボット開発

1970 東京ショールーム完成

 富士工場（静岡）竣工
 東京証券取引所市場第一部上場

1974 高畠工場（山形）竣工
 ニューオータニ・ショールーム開設
1976 空圧式ロボット
 ｢RC-04型」開発

1982 『オカムラのOA戦略』出版

1987  Siam Okamura Steel Co., Ltd. 設立

1988   （株）JTオカムラ（岡山）設立

1989   （株）オカムラ物流設立

1950 東京事務所新設（港区新橋田村町）

1952 神奈川工場新設（横浜市西区北幸町）

1953 戦後初の国産飛行機
 ｢N-52」完成

1955 日本初のFFオートマチック車「ミカサ」開発*

1957 第4回全日本自動車ショウ
 ｢ミカサマークI」
 ｢ミカサスポーツ」出品

 東京営業所・
 ショールーム開設
 (千代田区永田町）

1958 追浜工場操業開始

1960 （株）関西岡村製作所（大阪）設立
  IBMパンチカードシステム導入、事務作業の機械化

1961  東京証券取引所市場第二部上場

1951 スチールデスク・イス生産開始

1955 集合住宅用家具
 ｢Uライン」発売

1956 スチール家具
 ｢DXライン」発売

1957 スチール製事務用デスク「31シリーズ」
 ｢36シリーズ」発売
 スチール製事務用
 デスク・チェアを
 ｢オフィスマスター」の
 名称で発売

1962 第 1回「オカムラ
 ビジネスショー」開催

 PR誌『イスの科学』発行

1963 折りたたみイスが
 初の「グッドデザイン賞（Gマーク）」受賞

1964 ジュニアデスク、イス発売

 米国オールスチール社技術提携（デスク、イス）

1966 「インターウォール」
 発売

1968 米国展示会NOPA（ニューヨーク）出品

1975 建設設備展「オカムラバウ」開催

 システムキッチン生産開始

  移動間仕切
 ｢フェローウォール」発売

1976  システム収納「スリムライン」発売

1977 「20シリーズチェア」発売

1978 イタリア製システムキッチン
 ｢サルバラー二・ロング
 ライン」発売

1980 オフィス研究所発足
 本社OA対応型オフィスを公開

1981 ローパーティション「N50型」発売

1984 デスクシステム
 ｢D-10シリーズ」発売

1986 エルゴノミクスチェア
 ｢28シリーズ」発売

1988 『ニューオフィスがわかる本』出版

1957 ストア用陳列棚
 (ゴンドラ）発売

 ストア用陳列棚
 ｢ローボーイ」発売

1961 スチール製ゴンドラ「セルター」シリーズ発売

1965 店舗用陳列棚「Gシリーズ」発売

1963 米国L.A.ダーリン社
 技術提携
 (システムゴンドラ）

1969 米国タイラー社技術提携
 (冷凍冷蔵ショーケース）

 オカムラタイラー（株）設立

1972 日本初の店舗システムショー 
 第 1回JAPAN SHOP出展

1976 システム陳列什器「オムディス」発売
1978 ノンデフロストシステムの
 冷蔵ショーケース発売

1989 新店舗情報誌『Stores of The Month』発刊

1951 トルクコンバータ
 生産開始

1957 小型フォークリフト用トルクコンバータ開発
 トルクコンバータ工業展
 出展

1970 米国パーマーシャイル社技術提携
 ｢61型重量棚（パレットラック）」生産開始
 国産初のボルトレスラック「63型軽量棚」発売

1973  米国エルマンコ社技術提携（コンベヤ）

1976  国際物流機械展出展

1978 「ロータリーラック」発売

1982 米国へロータリーラックの技術輸出

1987 縦型多列独立回転棚
 ｢ロータリーラックM」発売

10月10日岡村製作所創業
神奈川県横浜市磯子区岡村町

米軍クラブ家具製造

ガーデンテーブル・チェア製造

1947

株式会社に改組
トルクコンバータ研究開発開始

1948

1945
創業

オカムラは創業以来、「よい品は結局おトク
です」をモットーに、オフィスをはじめ、教育・
医療・研究・商業施設、そして物流センター
など、さまざまなシーンにおいて、質の高い
製品とサービスを提供しています。
あらゆる分野の知識・技術を生かした「総合
力」を強みとし、快適な空間創造を目指します。

受け継がれ、
生き続ける
ものづくりの神髄
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2020-20101990 2000
2010 （株）Td Japan設立 

2013  杭州岡村伝動有限公司設立
2020 Okamura International Vietnam 
 Co., Ltd. 設立

2021  経営理念を体系的に整理し
 ｢オカムラウェイ」策定

2024  須坂工場（長野）竣工

2025  Boss Design Limitedを子会社化

 DB&B Holdings Pte.Ltdを子会社化
 (株）NovolBa設立

2022  浙江杭叉奥卡姆拉智能科技有限公司
設立

  杭州奥卡姆拉家具有限公司設立

  Salottoグループを子会社化
   砂畑産業（株）を子会社化
 (株）イチエを子会社化
  上海岡村建築装飾有限公司設立

2014  岡村貿易（上海）有限公司設立

2015  PT. Okamura Chitose Indonesia設立
 日本初のFFオートマチック車「ミカサ」の
 オートマチック・トランスミッションが
 ｢機械遺産」に認定*（P9）

2018  （株）オカムラに社名変更
 Okamura International Malaysia 
 Sdn. Bhd.設立

2000 （株）ヒル・インターナショナル設立
 ISO14001全社統合審査登録

2003  第 1回オカムラデザインスペースR開催

2004 上海岡村家具物流設備有限公司（中国）設立

2005  シーダー（株）を子会社化

2006   鶴見事業所（神奈川）竣工

2008 （株）富士精工本社を子会社化
 シカゴショールーム開設

2009 オカムラいすの
 博物館開設 

 セック（株）を子会社化

1990 つくば工場（茨城）竣工

1991 横浜物流センター竣工
 (株）エヌエスオカムラ（岩手）設立

1992 Okamura International
  （Singapore）Pte Ltd 設立

1994 （株）オカムラビジネスサポート設立

1996  Siam Okamura International 
Co., Ltd. 設立

1997 中井事業所（神奈川）竣工

1998 （株）エフエム・ソリューション設立
1999 （株）オカムラサポートアンドサービス
 設立

1969 （株）岡村運輸設立
  産業用ロボット開発

1970 東京ショールーム完成

 富士工場（静岡）竣工
 東京証券取引所市場第一部上場

1974 高畠工場（山形）竣工
 ニューオータニ・ショールーム開設
1976 空圧式ロボット
 ｢RC-04型」開発

1982 『オカムラのOA戦略』出版

1987  Siam Okamura Steel Co., Ltd. 設立

1988   （株）JTオカムラ（岡山）設立

1989   （株）オカムラ物流設立

1968 米国展示会NOPA（ニューヨーク）出品

1975 建設設備展「オカムラバウ」開催

 システムキッチン生産開始

  移動間仕切
 ｢フェローウォール」発売

1976  システム収納「スリムライン」発売

1977 「20シリーズチェア」発売

1978 イタリア製システムキッチン
 ｢サルバラー二・ロング
 ライン」発売

1980 オフィス研究所発足
 本社OA対応型オフィスを公開

1981 ローパーティション「N50型」発売

1984 デスクシステム
 ｢D-10シリーズ」発売

1986 エルゴノミクスチェア
 ｢28シリーズ」発売

1988 『ニューオフィスがわかる本』出版

1991 オカムラ ガーデンコートショールーム
 オープン
  統合型オフィス
 ファニチュア
 ｢Fシリーズ」発売

1996 『ワークプレイス戦略』出版

1997  次世代オフィス
 システム
 ｢プロフィス」発売

1998 『変革するワークプレイス』出版

1999 多目的ミーティングファニチュア
 ｢プロスタック」発売

2000  オフィスシーティング「エルシオ」発売

2001  （株）富士精工本社と販売契約、
 セキュリティ事業に参入

2002  ORGATEC2002（独）初出展
 ｢Contessa」を発表

2003  エルゴノミック
 メッシュチェア
 ｢コンテッサ」発売

  SECURITY SHOW 2003初出展
  NeoCon2003（米）出展、「Contessa」を
 発表

2004  EIMU2004（伊）出展

2005 『オフィス進化論 
 ～オフィスはどこへ向かうのか～』出版
  エルゴノミック
 メッシュチェア
 ｢バロン」発売

  パーソナルワークステーション
 ｢クルーズ＆アトラス」発表

2007 「The Office Exhibition 2007」
 (UAE・ドバイ）出展
2009 ラボ オフィス開設

2014   第33回中国（広州）国際家具博覧会
 (CIFF）出展

2015  上下昇降デスク｢スイフト」発売

  Open Innovation Biotope “Sea”
 開設（東京）

2016  「WORK MILL（ワークミル）」活動開始

2017   オフィスシーティング
 ｢コンテッサ セコンダ」発売

2018  オフィスファニチュアシリーズ
 ｢ライブス」発売

 ワークブース
 ｢テレキューブ by オカムラ」
 発売

 オフィスシーティング「フィノラ」発売

2019 未来のオフィス空間
 ｢point 0 marunouchi」開設

2020   デジタルトランスフォーメーションサービス
 ｢Work x D」発表
 オフィスシーティング「シナーラ」発売

2021   ポータブルバッテリー
 ｢OC（オーシー）」発売

 クリエイティブファニチュア
 ｢ワークキャリアー」発売

 タスクシーティング｢スフィア」発表

2022   クリエイティブファニチュア
 ｢ワークヴィラ」発売

2023   クリエイティブファニチュア
 ｢ワークアイル」発売

2024  ラウンジテーブル「シンフォニア」発売
 ソファシリーズ「クラーク」発売
 子供向け学習家具「ミルミオ」発売

1969 米国タイラー社技術提携
 (冷凍冷蔵ショーケース）

 オカムラタイラー（株）設立

1972 日本初の店舗システムショー 
 第 1回JAPAN SHOP出展

1976 システム陳列什器「オムディス」発売
1978 ノンデフロストシステムの
 冷蔵ショーケース発売

1989 新店舗情報誌『Stores of The Month』発刊

1973  米国エルマンコ社技術提携（コンベヤ）

1976  国際物流機械展出展

1978 「ロータリーラック」発売

1982 米国へロータリーラックの技術輸出

1987 縦型多列独立回転棚
 ｢ロータリーラックM」発売

1990 AVソフト・CD什器発売

1993 スライド機能付き陳列棚発売
1998  冷凍冷蔵
 ショーケース
 ｢フォンターナ」発表

2001 第 1回JAPANドラッグストアショー出展

2002  スーパーマーケットトレードショー出展

2008 店舗用システム什器「Visplay」発売
 オカムラVisplay
 ショールーム開設

2014 カート機器発売

2015 ショーケース
 ナビゲーションシステム
 ｢オスコムクラス」発売

2017 冷凍機内蔵型
 ショーケース
 ｢ゴンドライン
 ケース」発売

2020 冷凍冷蔵
 ショーケース
 ｢フォンターナネオ」
 発売

2021 商品陳列棚「SUGスライドレール棚」
 発売

2024 お店のみらいを創造する研究所発足
 多目的カート「シェルファー」発売

1993 3次元搬送
 システム
 ｢スペースホーク」
 発売

1995 スウェーデンOCS社技術提携
 (オーバーヘッドコンベヤシステム）

2001  簡易制御機能付
 コンベヤ
 ｢ライトローラー」発売

2002   第3回国際建設機械展示会｢bauma China 
2002」多段型トルクコンバータ展示

2008 高速仕分け機器｢ラインベルトソーターNBS 
 Wave」発売

2010 天井搬送システム「スマートホーク」発売

2012 自動入出庫・仕分け
 システム
 ｢ロータリーソーター」
 発売

2014 ロボットストレージ
 システム「AutoStore
 (オートストア）」発売

2015 パレットストレージシステム
 ｢サイビスター」発売

2016 GROUND社業務提携
 (自動搬送ロボット）

2020 米国RightHand Robotics社提携
 (ロボットピースピッキングシステム）
 ロボットピースピッキングシステム
 ｢RightPick（ライトピック）」発売
 物流システムショールームLUX（ルクス）
 開設

2021 パレットストレージシステム
 ｢サイビスター2」発売

2022 自律移動ロボット「ORV」発売

2025 倉庫最適化システム
 ｢オプティファイ」発売



調査

1

施工管理・納品

4

分析・ヒアリング

2

基本設計
実施設計

3

運用
アフターサービス
フォロー

6

移転・引越

5

オフィス

執務スペース

執務スペース

オフィス環境事業
OFFICE FURNITURE

多様な働き方が求められるオフィスから、さまざまな人が集う教育施設、劇場、ミュージアムなど

の文化施設、専門性の高い研究施設や医療・高齢者施設まで、機能性と快適性を追求した製品と
サービスを通して、最適な空間を提案しています。その他、諸官庁や自治体、金融機関、一般家庭

まで、多彩な製品とサービスを提供しています。

事業紹介

VALUE FLOW

11

実験室と研究オフィス 窓口・ロビー

在宅ワーク家具

教育施設 図書館

医療施設

研究施設 自治体庁舎

ホーム セキュリティ

文化施設

ホール椅子 ロビー・待合

教育施設向け家具 図書館本棚

自動搬送型荷物保管システム
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調査

1

施工管理

6

基本設計

3

開店・保守
フィードバック

7

コンセプト立案

2

実施設計

4

什器製作

5

スーパーマーケット

冷凍冷蔵ショーケース

システム陳列什器

商環境事業
STORE DISPLAYS

社会環境や市場の変化に伴い、小売業は常に新しい店舗づくりを求められます。オカムラは小売

業を取り巻く環境の変化をいち早く捉え、デザイナーによるレイアウトや内装のプランニングから

什器の製造、施工、メンテナンスまで、店舗づくりをトータルにサポート。システム陳列什器、冷凍

冷蔵ショーケース、専用陳列什器から、バックヤード什器まで、幅広い品揃えでさまざまなニーズ

にお応えします。

VALUE FLOW

事業紹介

13

書店 家電・ホビー

コスメショップドラッグストア

道の駅・直売所ホームセンター

アウトドア・アパレル文具・雑貨

専用陳列什器

システム陳列什器

専用陳列什器

専用陳列什器

システム陳列什器

専用陳列什器

専用陳列什器

専用陳列什器
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調査・分析
コンサルティング

1

施工・稼働

5

アフターサービス
最適化

リニューアル

6

エンジニアリング
プランニング

2

製造
プログラミング

4

設計
（ソフトウェア・ハードウェア）

3

ロータリーラック・自動倉庫

多段式独立水平回転棚（ロータリーラック）

スタッカークレーン式自動倉庫ロボットストレージシステム

物流システム事業
MATERIAL HANDLING SYSTEMS

ロジスティクスの合理化を追求し、実践を通して、常に新しい物流システム機器を開発、提供して

います。より「早く」「正確に」「安全な」物流作業を実現し、経営メリットを生み出すための物流シ

ステムの改善の提案から、 ソフトウェアの開発、機器導入、運用支援、アフターサービスまで、トー

タルにお手伝いします。

VALUE FLOW

事業紹介
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調査

1

設計・解析

3

要件分析

2

納入・稼働
アフターサービス

6

試作・試験

4

製造

5

パワートレーン（流体変速機）

固定・移動・流動棚 作業台・周辺機器

搬送・仕分け機器 ロボット

固定棚

ピースピッキングロボット

除雪車用トランスミッション

仕分け機器

フォークリフト用トルクコンバータ付トランスミッション クリーニングロボット

作業台

パワートレーン事業
POWERTRAIN

産業・建設車両の心臓部であるトルクコンバータやトランス
ミッションを開発・製造しています。多岐にわたる研究を生かし
て、要望に沿ったカスタマイズを可能にし、質の高い製品を効

率的に生産、徹底した品質管理のもと、製品を提供しています。

VALUE FLOW

防護柵

自律移動ロボット

ロボット
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クオリティ
デザイン

上質なデザインで社会に貢献
ユニバーサル
デザイン

エコ
デザイン

・製品のあるべき姿を追求している
・求められているニーズに的確に応えている
・新しい価値を創造している

時代とともにライフスタイルやワークスタイルが移り変わり、空間に求められる要件も変化します。

オカムラは、そうしたニーズに的確に対応しながら、製品のあるべき姿を追求してきました。

オフィスをはじめ、教育・医療・研究・商業施設・物流施設に至るまで、理想の空間づくりを通し、新たな価値を創造していきます。

空間に、新たな価値を見出す創造力

創業以来「人間の環境づくり」をテーマに培ってきたハー
ドとソフトのノウハウを源に、魅力ある環境を次世代へ
引き継ぐために、デザインポリシーの3つの視点を重視
しています。誰もが豊かさを実感できる製品づくりへ、
オカムラはこれからも機能性や安全性などとともに上質
なデザインを極めていきます。

オカムラグループのデザインポリシー

誰もが快適に使用できる
製品や空間を創造

製品のライフサイクル全体の
環境負荷を低減

誰もが豊かさを実感できるデザインを追

求し、製品と空間を使用すると考えられ

る多様な人を想定して開発を行っていま

す。製品の基本性能を高めるとともに、

オプションの追加やカスタマイズにより、

安全性や快適性、適応性、わかりやすさ、

情報へのアクセスなど、全てのユーザー

にとって使いやすい製品と空間を提案す

ることを目指しています。

原材料の選択から使用後の処理まで、

製品のライフサイクル全体において環境

負荷がより少ない製品を開発し、お客様

に提供することで、持続可能な社会づく

りに貢献します。そのために、製品の企

画・デザイン・設計の各段階で製品アセ
スメントを実施するとともに、独自の環

境基準による認定を行っています。

製品の本質を追求し、お客様にとって真

に価値のある製品を提供することを目

指しています。製品のあるべき姿を求め

て、ものづくりを極め、魅力ある新たな

価値を創造します。具体的には、安全性

の確保はもとより、人間工学に基づいた

設計をはじめ、快適性の向上、創造性を

高める環境の実現などに取り組み、常に

お客様のニーズに的確に応えられるよう

な製品開発を行っています。

お客様にとって
真に価値のある製品を追求

 エコデザイン クオリティデザイン ユニバーサルデザイン

DESIGN・開発創造力の源

オカムラの強み
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国内外での表彰実績

https://www.okamura.co.jp/
corporate/sustainability/greenwave/

製品開発における環境への取り組み

GREEN WAVE（グリーンウェーブ）

オカムラグループでは、製品開発における考
え方として「サーキュラーデザイン」と「カーボン
ニュートラルデザイン」を策定しています。「サー
キュラーデザイン」は、サーキュラーエコノミー
（循環型経済）の概念に基づき、製品企画・設
計から調達、製造、販売、メンテナンス、リユー
ス・リサイクルに至るまでの製品ライフサイクル
の中で、限りある資源をより長く有効に使用し、
廃棄物の発生を最小化するものづくりを目指す
考え方です。「カーボンニュートラルデザイン」は、
製品の原材料調達から製造、販売、使用、廃棄
まで製品ライフサイクル全体でCO2の排出を最
小化するものづくりを目指しています。
オカムラグループは、製品ライフサイクル全体
で環境負荷を低減した製品開発をさらに推し進
め、CO2排出量の削減に、より積極的に取り組
んでいます。

GREEN（環境配慮）のWAVE（波）を自ら起こし、その波に乗るという「GREEN WAVE（グリーンウェーブ）」の
考えのもとに、1997年より製品に関するオカムラ独自の環境基準を策定し運用しています。環境に配慮した製品を7

つの基準（省資源化、再生材料の利用、再資源化、再使用化、長寿命化、安全性と環境保全、省エネルギー化）に基
づき認定し、推奨製品として「グリーンウェーブ」「グリーンウェーブ＋（プラス）」マークを表示しています。これらの基
準を満たした製品をお客様に提案し採用いただくことを通じて、環境負荷の低減に寄与します。

18



長年培ってきた自社加工技術
製造工程におけるさまざまな加工技術を社内に蓄積し、製品に必要なあらゆる加工を自社で行っています。中でも金属加工の歴史は長

く、1945年の創業時に備えていた航空機の薄板加工までさかのぼります。現在も「トレーニングセンター」での社内教育や「国家技能検

定」の取得推進によりスペシャリストの育成に努め、伝統の金属加工技術を確実に継承しています。

製造現場には、オカムラ独自の生産管理方式OPS（OKAMURA PRODUCTION SYSTEM）を導入。付加価値を生まないムダ

を徹底的に排除するとともに、ロボットを活用した自動化を積極的に進め、生産性の向上と品質の安定化につなげています。

これまで蓄積された加工技術を糧に、あらゆる加工を自社で行う技術力こそ、オカムラのものづくりの誇りです。

特に創業時における航空機の薄板加工にさかのぼる金属加工は技術の源とも言えます。

オカムラは、こうした技術資産を力に、最先端のシステムやツールも活用しながら、

社会のニーズに的確に応えるものづくりに挑み続けます。

工場技術の源

蓄えた技術を糧に、新たな価値へ挑む

製造技術

オカムラの強み

スチール加工 無人生産ライン樹脂成形

木加工張り 組み立て塗装

縫製
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耐久検査

独自の基準を設けて品質と安全性を確保
製品を長く安心してお使いいただくために、JIS（日本産業規格）や海外規格を参考に、

厳しい社内基準を適用しています。各種解析、試作品による性能試験と耐久性試験を

繰り返し行い、製品の品質と安全性を評価・確認しています。

品質管理

部品形状を認識できる視覚能力を持ったロボットによる無人生産ラインなど、最新の設備による自動化を進めています。（写真）

生産性を高める「効率」の追求

独自の生産管理方式「OPS（OKAMURA PRODUCTION SYSTEM）」

「OPS」は、お客様から注文されたものをより早く届けるために、最も短い時間で効率的に造る、作り方の
合理性を徹底追求した生産方式です。生産性の向上と、品質の安定化を図り、ものづくりに強い企業体
質を構築しています。

次世代の技術者を養成するため、「トレーニングセンター」では長年にわたって培ってきた高度な技術・技
能の継承に努めています。多様な教育訓練コースを設け、オカムラ製品の品質の確保、向上に結びつけ
ています。

後進の育成
安定品質を支える人財の育成

機械遺産に認定された技術
戦後、多くの企業が復興のために日用必需品の生産から再起を図ったように、オカムラも「生きる」ために需要のある
日常生活用品の製造から始めました。しかし、航空機の技術者であった創業者の吉原謙二郎をはじめとする技術者
たちの「動く製品」開発への夢や情熱がやがて「トルクコンバータ（流体変速機）」の開発へ動き出す原動力となり、1951

年、初の純国産のトルクコンバータを開発。そして、変速機を組み合わせ、日本
初のトルクコンバータ式オートマチック・トランスミッションを採用した四輪自動車
「ミカサ｣を1955年に生み出しました。
2015年7月、「ミカサ」に搭載した1951年開発のトルクコンバータが、一般社団
法人日本機械学会により「機械遺産＊」に認定されました。
「ミカサ」のものづくりの遺伝子は、現在のオカムラの製品づくりに受け継がれて
います。

＊ 歴史に残る機械技術遺産を大切
に保存し、文化的遺産として次世
代に伝えることを目的に、日本国
内の機械技術に関わる歴史的遺
産を一般社団法人日本機械学会
が認定するものです。

20



生産拠点・物流体制
業界最多の国内生産拠点で生み出されるオカムラ製品。徹底した品

質管理により実現する高いクオリティはもちろんのこと、安定した供

給力やきめ細やかな対応、そしてリードタイムの短縮効果で、確かな

信頼をお届けします。

生産拠点・物流体制

静岡県御殿場市大坂102-1
 生産品目 商業施設用什器/移動・可動間仕切/物流シス
テム製品
ISO9001登録  ISO14001登録

6  富士事業所

1  追浜事業所
神奈川県横須賀市浦郷町5-2944-1 
 生産品目 シーティング/ミーティングチェア/ロビーチェア/
ミーティングテーブル/トルクコンバータ/トランスミッション
ISO9001登録  ISO14001登録

神奈川県足柄上郡中井町境390
 生産品目 商業施設用什器
ISO9001登録  ISO14001登録

7  中井工場

岡山県高梁市間之町1
 生産品目 オフィスシステム/デスクシステム/システム収納
家具/商業施設用什器
ISO9001登録  ISO14001登録

11  （株）山陽オカムラ

大阪府東大阪市稲田上町2-8-63
 生産品目 デスク/ミーティングテーブル/医療・研究施設
用什器
ISO9001登録  ISO14001登録

5  関西事業所

岩手県釡石市鈴子町23-15
 生産品目 書架・物品棚・移動棚/デスクシステム/医療・
研究施設用什器
ISO9001登録  ISO14001登録

10  （株）エヌエスオカムラ

物流体制

横浜物流センター

横浜物流センター
鶴見物流センター
大阪物流センター
綾瀬物流センター

広域物流センター 地域配送センター リレー・センター（中継拠点）

追浜配送
高畠配送
つくば配送
関西配送
富士配送
中井配送
御殿場配送
須坂配送

生産拠点配送センター

エヌエスオカムラ配送
山陽オカムラ配送

関連会社倉庫

札幌配送センター
仙台配送センター
首都圏ディストリビューションセンター
静岡配送センター
中部配送センター
広島配送センター
福岡配送センター

盛岡リレー・センター
新潟リレー・センター
つくばリレー・センター
長野リレー・センター
金沢リレー・センター
高松リレー・センター
沖縄リレー・センター
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静岡県御殿場市柴怒田字キタ744
 生産品目 冷凍冷蔵ショーケース
ISO9001登録  ISO14001登録

8  御殿場事業所

茨城県つくば市緑ケ原1-2-2 テクノパーク豊里工業団地 
 生産品目 収納システム/ワークブース/ローパーティ
ション/医療・研究施設用什器/教育・文化施設用什器
ISO9001登録  ISO14001登録

4  つくば事業所
山形県東置賜郡高畠町大字糠野目北原五2635
 生産品目 木製デスク/木製会議テーブル/木製収納家具
/ソファブース/医療・研究施設用什器/教育・文化施設用
什器/商業施設用什器
ISO9001登録  ISO14001登録

3  高畠事業所 

石川県能美市大浜町ヤ25
 生産品目 金庫室・貸金庫/セキュリティ機器/防水設備・
原子力/電子システム
ISO9001登録  ISO14001登録

12  （株）富士精工本社
東京都足立区西保木間4-13-1
 生産品目 商業施設用什器

13  砂畑産業（株）

長野県須坂市大字井上1129番1
 生産品目 冷凍冷蔵ショーケース

9  須坂工場

神奈川県横浜市鶴見区末広町2-2-17 
 生産品目 シーティング

2  鶴見工場

中国浙江省杭州市临安区青山湖街道大园路
2799号
 生産品目 中国市場向けトルクコンバータ/
トランスミッション
ISO9001登録  ISO14001登録

中国浙江省杭州市临安区青山湖街道大园路
2799号 
 生産品目 中国市場向け物流システム製品

中国浙江省杭州市临安区青山湖街道大园路
2799号 
 生産品目 中国市場向けシーティング

杭州岡村伝動有限公司 浙江杭叉奥卡姆拉智能科技有限公司杭州奥卡姆拉家具有限公司

51/5 Moo 2 Poochao Rd.,Bangyaprak, 
Phrapradaeng, Samutprakarn, 
10130, Thailand
 生産品目 東南アジア市場向けオフィス家
具・商業施設用什器
ISO9001登録  ISO14001登録

Siam Okamura Steel Co.,Ltd.
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オカムラの各種製品を確認いただけるショールームを、国内外で展開しています。また、新しい働き方や

環境を実験・検証している「ラボオフィス」や、お客様や学生、地域の方などさまざまなステークホルダー
の課題解決・価値創造ニーズに応える共創活動のための「共創空間」を全国に展開しています。

コミュニケーションプレイス

Communication Place

CO-RiZ LABO（こうりつらぼ）
東京都中央区

Open Innovation Biotope “Sea”
 （東京）

Photo：Norihito Yamauchi

Photo：Nacása & Partners Inc.

CO-EN LABO（こうえんらぼ）
東京都渋谷区

CO-Dō LABO（こうどうらぼ）
東京都港区

Open Innovation Biotope “Cue”  
（名古屋）

K!ZUK! LABO（きづきらぼ）
大阪府大阪市

Open Innovation Biotope “bee”
 （大阪）

We Labo（ウィラボ）
東京都千代田区

MEBAE LABO（めばえらぼ）
宮城県仙台市

Open Innovation Biotope “Tie” 
（福岡）

HAPPI LABO（はっぴらぼ）
福岡県福岡市

MENNOLU LABO（みのるらぼ）
愛知県名古屋市

国内ショールーム

ラボオフィス

共創空間

※2025年7月現在の情報です。最新情報はウェブサイトをご確認ください。
　https://www.okamura.co.jp/showroom/

物流システムショールーム 
LUX（ルクス）
静岡県御殿場市大坂102-1
電 話： 03（6700）8041
　　　　（物流システム営業部）
開　館：午前10時～午後5時
休館日：土曜、日曜、祝日
予約制　※法人顧客専用

ガーデンコートショールーム
東京都千代田区紀尾井町4-1
ニューオータニ・ガーデンコート3F
電 話：03（5276）2001
開　館：午前10時～午後5時
休館日：土曜、日曜、祝日
予約制

仙台ショールーム
宮城県仙台市青葉区花京院
1-1-20  花京院スクエア12F
電 話：022（712）1531
開　館：午前10時～午後5時30分
休館日：土曜、日曜、祝日
予約制

福岡ショールーム
福岡県福岡市博多区博多駅前
1-3-3  明治安田渡辺ビル1F
電 話：092（482）8833
開　館：午前10時～午後5時
休館日：土曜、日曜、祝日
予約制

名古屋ショールーム
愛知県名古屋市中村区名駅
3-28-12  大名古屋ビルヂング14F
電 話：052（551）3170
開　館：午前10時～午後5時30分
休館日：土曜、日曜、祝日
予約制　※法人顧客専用

大阪ショールーム
大阪府大阪市北区大深町4-20
グランフロント大阪 タワーA 21F
電 話：06（4802）3370
開　館：午前10時～午後5時
休館日：土曜、日曜、祝日
予約制
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海外拠点

海外拠点・提携

オカムラの製品は国内・海外の工場施設で生産され、一貫管理された物流ネットワークを通じて世
界各地へ送り出されています。海外との技術提携、販売提携をはじめ、国内外の関連会社、50カ国

以上の販売提携先が本社・支社と強力に連携しながら、品質とサービスの向上に努めています。

Global Network

Pro-cord S.p.A.社［イタリア］
ミーティングチェア

WIESNER HAGER社［オーストリア］
ミーティングテーブル・チェア

erlab社［フランス］
グリーンヒュームフード

LAMMHULTS MÖBEL AB社 [スウェーデン]
ミーティングテーブル・チェア

オフィス環境
Visplay社［ドイツ］
店舗用システム什器

商環境
AutoStore社［ノルウェー］
ロボットストレージシステム

OCS社［スウェーデン］
天井搬送機器

RightHand Robotics社［アメリカ］
ロボットピースピッキングシステム

FORTNA社［アメリカ］
搬送・仕分け機器

物流システム

海外提携

上海アジア

バンコク
Siam Okamura International 
Co.,Ltd.

タイ、近隣東南アジア諸国へのオフィス家
具、商業施設用什器の販売
 支店　チョンブリ

クアラルンプール
Okamura International 
Malaysia Sdn. Bhd.

マレーシアにおけるオフィス家具、商業
施設什器の販売

ホーチミン
Okamura International Vietnam 
Co., Ltd.

ベトナムにおけるオフィス家具、商業施設
什器の販売
 支店　ハノイ

シンガポール
DB&B Holdings Pte.Ltd

シンガポール、中国、近隣東南アジア諸国
におけるオフィス向けデザイン、内装工事
 支店　上海／フィリピン／バンコク

シンガポール
Okamura International
（Singapore）Pte Ltd

シンガポール、近隣東南アジア諸国へのオ
フィス家具、商業施設用什器の販売

ジャカルタ
PT Okamura International 
Indonesia

インドネシアにおけるオフィス家具、商業
施設用什器の販売

奥卡姆拉（中国）有限公司

中国におけるオフィス家具、物流システム
製品、商業施設用什器の販売
 支店　北京／成都 

ロンドン

ロッテルダム
ロッテルダム支店

ロンドン支店

シカゴ
シカゴ支店

北米 欧州

海外ショールーム

シンガポール体験型オフィス
1557 Keppel Road, #01-05, 
Singapore 089066
電　話：+65-6224-7995

上海ショールーム
Unit 8, 7F South block, Guoco 
Changfeng City, No.1 Lane 556, 
Daduhe Road, Putuo District, 
Shanghai
電　話：+86-21-6226-5589

ジャカルタショールーム
MidPlaza-2 22nd Floor, JL Jenderal. 
Sudirman Kav 10-11, Jakarta Pusat 
10220, Indonesia
電　話：+62-215723925

ハノイショールーム
CP2.L.02, 19 Floor, Capital Place, No 
29 Lieu Giai St., Ngoc Khanh Ward, 
Ba Dinh District, Hanoi
電　話：+84-24-7300-6879

クアラルンプールショールーム
Suite B-12A-5, Level 12A, Menara 
UOA Bangsar, No.5 Jalan Bangsar 
Utama 1, 59000
Kuala Lumpur, W.P., Malaysia
電　話：+603 2732 9827

ホーチミンショールーム
Suite 1104 11th Floor Saigon Tower,
29 Le Duan St District 1,
Ho Chi Minh City, Vietnam
電　話：+84 28 3822 6392

シカゴショールーム
222 Merchandise Mart Plaza, Suite 
＃1100, Chicago, IL 60654, USA
電 話：+1-312-645-0115

バンコクショールーム
3199 Maleenont Tower 19th Floor, 
Rama4 Road, Klongton, Klongtoey,
Bangkok 10110, Thailand
電　話：+66-2661-5474～79

ダドリー
Boss Design Limited

英国・米国・欧州及び中東におけるルースファニチャーの製造販売
 営業拠点　ロンドン／マンチェスター／シカゴ／ドバイ
 生産拠点　ダドリー／チェルトナム／ハイポイント
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事業を通じた貢献

経営基盤

● 公正・透明・誠実な行動
● リスクマネジメントの強化
● 適正な情報開示とステークホルダー
　との対話

従
業
員
の
働
き
が

いの追求

人が
活きる環境の創造

地球
環境
へ
の
取
り
組
み

モノ・コト
づくりの
クオリティの
追求

Work in Life
（ワークインライフ）*

の推進

サーキュラー
エコノミーの
推進

DE&I
（ダイバーシティ・
エクイティ&

インクルージョン）
の推進

持続可能な
自然資源の
利用と保全

気候変動
問題への貢献と
カーボン

ニュートラルの
実現

キャリア形成
支援と

専門人財育成
の強化

安全な
製品・サービス
の提供

責任ある企業活動

イノベーションの
推進と新しい
価値の創出

＊「Life（人生）にはさまざまな
　要素があり、その中の一つと
　してWork（仕事）がある」と
　いう考え方

責任ある企業活動
高い倫理観に基づき行動し、ステー
クホルダーの皆様に適時・適切な情
報開示を行うとともに、コミュニケー
ションの充実を図り、地域・社会と共
生し、公正・透明・誠実な企業活動を
通じて、社会から信頼され愛される
グローバル企業を目指します。

従業員の働きがいの追求
健康と安全に配慮した職場づく
りに努め、従業員一人ひとりの
多様性を尊重した上で、それぞ
れが働きがいを感じ、互いに協
力し、自己成長できる環境を目
指します。

人が活きる環境の創造
確かな品質と安全性を追求した創
造性豊かな製品・サービスを社会
に提供し、新しい価値・市場・トレ
ンドの創出に挑戦し続けます。

地球環境への取り組み
事業活動におけるサプライ
チェーン全体を通じて地球環
境負荷の低減を徹底すること
で、持続可能な社会づくりに
貢献していきます。

オカムラグループは、パーパスである「人が活きる社会の実現」に向け、「豊かな発想と確かな品質で、人が活きる環境づくり

を通して、社会に貢献する。」をミッションとして、すべての人々が笑顔で活き活きと働き暮らせる社会の実現を目指しています。

「人が活きる社会の実現」には、サステナビリティを中心に捉えた事業活動が重要であるとの認識のもと、経営の重要課題（マ

テリアリティ）を特定し、４つの分野で取り組みを推進しています。

「責任ある企業活動」を経営基盤とし、「従業員の働きがいの追求」によって一人ひとりが活き活きと働きがいを感じるととも

に「地球環境への取り組み」を実践することでサプライチェーン全体を通じて環境負荷を低減していきます。事業活動を通じて

「人が活きる環境の創造」を実践することにより人が活きる社会の実現に貢献します。

持続可能な社会に向けて
サステナビリティの取り組み

オカムラグループのマテリアリティ （経営の重要課題）
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働きがい改革WiL-BE 2.0

オカムラでは2018年6月から働き方改革の一環として、「オカムラで働

く一人ひとりがWork in Lifeを実現できる会社に」を目的とした活動

「WiL-BE」を推進してきました。オカムラのパーパス「人が活きる社会

の実現」に向けて、「従業員一人ひとりが働きがいを感じながら日々活き

活きと働ける状態」を実現する取り組みとして、2023年4月より「働きが

い改革 WiL-BE 2.0」へアップデートしました。

「働きがい改革 WiL-BE 2.0」は、Inner Communication（社内

活性）、Human Development（人財育成）、Work Rule（制度）、

Work Smart（デジタル技術）、Work Place（環境）の5つのアク

ションをベースに、従業員の「働きがい」向上に向けたさまざまな取り組み

を推進しています。

〈取り組み例〉

働きがい会議 人財育成「オカムラキャリアジャーニー」

WiL-BE 2.0 CARAVAN

すべての従業員が自分自身の「働きがい」について考える
機会として、年に一度、所属長を実施責任者とする「働きが
い会議」を部門ごとに開催しています。人それぞれで異な
る「働きがい」に対して向き合い、相互理解を深めることで、
日々の業務に取り組む姿勢を確認します。

オカムラでは、従業員一人ひとりが未来のキャリアを描き続
け、多様な経験を通じて成長し続けることを「オカムラキャリ
アジャーニー」と定義しています。会社が提供する相互理解
の機会、学び続ける機会、挑戦する機会を、従業員自らが
活用し一人ひとりが「自分にとって価値のある人生」の実現
と日々の成長につなげていけるよう、キャリア支援の環境
を整備しています。

「WiL-BE」推進の事務局メンバーが全国の拠点に赴き、
働きがいの向上に向けて現場の要望やアイデアを吸い上
げる取り組みを実施しています。5つのアクションで対応で
きるものについては、スピーディーに施策に展開し、大きな
判断が必要なアイデアについては、年に2回開催している
「WiL-BE推進委員会」において役員に対し提言を行って
います。

オカムラの働きがい改革 WiL-BE 2.0
https://www.okamura.co.jp/corporate/wil-be/index.html

「働きがい改革WiL-BE 2.0」のアクションイメージ

人財育成のよりどころとなる場「CROSSGATE」

Photo：Norihito Yamauchi
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責任ある企業活動
オカムラグループは、コーポレート・ガバナンスの強化を経営の最重要課題の一つと捉え、グループ経営体質の強化を図り、適時・適
切な情報開示を行うことでステークホルダーの皆様との関係強化に努め、企業価値の最大化を追求します。コンプライアンスの推進に

向けた体制や制度を整備するとともに、教育 ·啓発活動を通じて従業員に「行動規範」に則した行動を促し、組織全体でのコンプライアン

スの徹底に努めています。また、企業活動に関わるさまざまなリスクを想定し対策を実施しています。地域の社会活動・環境活動への
参加を通じて交流や社会貢献に努めるとともに、事業活動における知見や経験を生かし、人財育成や社会課題の解決に向けた情報発

信・場の提供などを通じて、持続可能な社会の構築に貢献していきます。

気候変動への対応
オカムラグループではスコープ 1およびスコープ2の温室効果ガス排出量について、「2030年度に2020年度比50％削減」「2050

年度に実質ゼロ」、スコープ3の排出量について、「2030年度に2020年度比25％削減」という目標を設定しています。

TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）

2021年4月に賛同しました。TCFD提言に基づき、気候変動に
よるリスクおよび機会が経営に与える影響を評価し、適切な情報
開示を行うとともに、中長期の視点から経営戦略に反映します。

TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）

TNFDは自然資本や生物多様性に関して企業がリスクや機会を
把握し、評価・開示の枠組みを構築することを目的として設立さ
れた国際的組織です。その考えに賛同し、TNFD提言に基づい
た適切な情報開示を行っています。

外部イニシアチブへの参加

国連グローバル・コンパクト
国際連合が提唱する、持続可能な社会を実現させようとする国
際的な取り組みです。オカムラはこれに署名し、2020年2月に
参加企業として登録されました。

RE100
「100％ Renewable Electricity」を意味し、世界で影響力
のある企業が事業で使用する電力を100%再生可能エネルギー
にすることにコミットする企業協働イニシアチブです。2022年
3月に加盟し、2050年までに再生可能エネルギー由来の電力
100%へ切り替えるとのコミットメントを表明しました。

オカムラグループ 社会貢献活動アーカイブ

オカムラグループ TCFD・TNFD提言に基づく情報開示

2025年6月に、TCFD提言・TNFD提言に基づく情報開示を行いました。

https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/okamura_social_contribution_activities.pdf

https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2025/okamura_TCFD_TNFD_250624.pdf

サステナビリティの取り組み
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健康経営
「Work in Life」の基盤として健康経営を位置づけ、「オカムラ健康経営宣言」および

「オカムラ健康経営の考え方」に基づいた体制を構築し、健康診断や疾病予防対策の

充実、年次有給休暇取得促進などの取り組みを進め、従業員の健康に配慮した職場づ

くりに努めています。また、従業員の健康意識向上を促し、自ら健康増進に向けて取り

組めるよう、ヘルスリテラシー教育や情報発信を行っています。

コミュニケーションツール

中長期の価値創造に向けた経営方針、事業戦
略など、財務情報と非財務情報を統合的に報
告しています。（毎年10月発行）

IR情報　統合報告書

統合報告書

https://ir.okamura.co.jp/library/integrated-
report/

幅広いステークホルダーの皆様に向けたサステ
ナビリティに関する活動などの非財務情報を開
示しています。（毎年7月発行）

オカムラグループのサステナビリティ

サステナビリティレポート

https://www.okamura.co.jp/corporate/
sustainability/

「人が活きる社会の実現」を目指すオカムラのカ
ルチャーや取り組みを紹介するウェブメディア
です。

Okamura Live : ) （オカムラライブスマイル）

「人が活きる」を考えるメディア

https://live.okamura.co.jp/

主な認定・アワード実績

ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DE&I）の推進
オカムラは、「ダイバーシティ・エクイティ&インクルージョン方針」を策定しています。「多

様性の受容」と「公平性」の考え方を基本に、さまざまな属性・価値観・発想を持つ人財
を積極的に採用し、一人ひとりの従業員が働きやすく、十分に能力が発揮できる職場環

境の整備に努めるとともに、社会・文化の多様性や環境の変化に柔軟に対応できる企
業文化の醸成に結びつけています。
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会社概要

社名 株式会社オカムラ（OKAMURA CORPORATION）

登記上本社 〒220-0004　神奈川県横浜市西区北幸2-7-18

本社 〒220-0004　神奈川県横浜市西区北幸 1-4-1 天理ビル19F 

TEL 045（319）3401 （代表）

創業 昭和20年 10月（ 1945年）

資本金 18 ,670百万円

従業員（単体） 4,158名 ［2025年3月31日現在］

従業員（連結） 5,687名 ［2025年3月31日現在］

主な事業内容 スチール家具全般の製造・販売
産業機械その他の製造・販売 

金属製建具取付工事の請負 

建築業に関わる付帯工事・設計・製造・販売 

商品陳列機器その他の製造・販売 

各種セキュリティ機器に関わる付帯工事・設計・販売
各種医療機器その他の機械器具の設計、製造ならびに販売 

事務所の環境向上と事務・生産効率向上に関する情報の提供とこれに関連する機器の製造・販売　他

取引銀行 三菱UFJ銀行／横浜銀行／みずほ銀行／その他当社支店所在地の各銀行本支店

株式 株主数 36,010名［2025年3月31日現在］
発行済株式総数 100,621 ,021株 

決算期 3月

許認可 建設業許可 

許可番号 :国土交通大臣許可（特－3）第7238号
建設業の種類 : 建築工事業・とび／土工工事事業・管工事業・内装仕上工事業・電気工事業・　　　　

鋼構造物工事業・機械器具設置工事業・建具工事業
許可番号 :国土交通大臣許可（特－6）第7238号
建設業の種類 : 電気通信工事業・熱絶縁工事業
一級建築士事務所登録
登録番号 :東京都知事登録第 19670号
高度管理医療機器等販売業・貸与業登録
許可番号 :第4501200249号
第三種医療機器製造販売業
許可番号 : 13B3X10208

オカムラの概要 ［2025年7月現在］
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取締役及び監査役

代表取締役 社長執行役員 中村　雅行

取締役 専務執行役員 河野　直木　　オフィス環境事業本部長
佐藤　喜一　　コーポレート　経営企画本部長 兼 ＨＲ本部長

取締役 常務執行役員 荒川　和巳　　生産本部長
酒德　眞司　　商環境事業本部長

取締役 執行役員 福田　栄　　　コーポレート　経理本部長

取締役（社外） 伊藤　裕慶
狩野　麻里　　東京製綱㈱ 社外取締役
上條　努　　　大成建設㈱ 社外取締役
菊地　美佐子　㈱コメリ 社外取締役
水本　伸子　　㈱トクヤマ 社外取締役監査等委員
丹保　人重　　㈱アイリックコーポレーション 社外取締役　

監査役 永井　則幸
萩原　圭一

監査役（社外） 岸上　恵子　　公認会計士
宮崎　信太郎　弁護士

常務執行役員 田尻　誠　　　物流システム事業本部長

上席執行役員 大野　嘉人　　海外営業本部長
佐藤　春徳　　オフィス環境事業本部　営業本部長

執行役員 近藤　岳文　　オフィス環境事業本部　施設環境ソリューション事業部長
有吉　真二　　オフィス環境事業本部　営業本部　関西支社長
寺西　郁　　　商環境事業本部　営業本部長
加藤　達也　　生産本部　第二事業部長
菱沼　博幸　　生産本部　第一事業部長
眞田　弘行　　技術本部長
田口　義規　　オフィス環境事業本部　営業本部　首都圏営業本部長
松山　史剛　　商環境事業本部　リテイル・ソリューション本部長
松本　英明　　商環境事業本部　営業本部　西日本営業本部長
木村　浩一　　商環境事業本部　営業本部　首都圏営業本部長
碇山　友和　　オフィス環境事業本部　働き方コンサルティング事業部長

執行役員

海
外

Okamura International（Singapore）Pte Ltd

奥卡姆拉（中国）有限公司

奥卡姆拉（上海）実業有限公司

杭州岡村伝動有限公司

PT Okamura International Indonesia

Siam Okamura Steel Co., Ltd.

Siam Okamura International Co., Ltd.

Okamura International Malaysia Sdn. Bhd.

Okamura International Vietnam Co., Ltd.

DB&B Holdings Pte.Ltd

Boss Design Limited

杭州奥卡姆拉家具有限公司

浙江杭叉奥卡姆拉智能科技有限公司

国
内

（株）オカムラサポートアンドサービス

（株）エフエム・ソリューション

（株）ヒル・インターナショナル

（株）Td Japan

セック（株）

（株）エヌエスオカムラ

（株）山陽オカムラ

（株）富士精工本社 

砂畑産業（株）

（株）オカムラビジネスサポート

（株）イチエ

（株）NovolBa

関係会社 （他20社 合計45社）

30



2025-2026
株式会社オカムラ　会社案内

OKAMURA 
TODAY


	オカムラウェイ
	価値創造ストーリー
	ごあいさつ
	業績ハイライト〈連結〉・事業別ハイライト
	中期経営計画2025・地球環境への取り組み
	オカムラのあゆみ
	事業紹介
	オフィス環境事業
	商環境事業
	物流システム事業
	パワートレーン事業

	オカムラの強み
	創造力の源〈DESIGN・開発〉
	技術の源〈工場〉

	生産拠点・物流体制
	コミュニケーションプレイス
	海外拠点・提携
	サステナビリティの取り組み
	オカムラの概要



